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飯舘産夏イチゴの紅茶  お披露目

思いやりの善行に感謝状届く

歌声で感謝と元気を伝えたよ

おかえり！避難犬の里帰り

「それでも飯舘村はそこにある」

３
12
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15

みなさんの身近な話題をお知らせください　☎024（562）4264 （企画係）
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１
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７
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テ
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～
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３
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会
開
会
（
飯
野
出
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５
日	•
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・
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・
臼
石
小
学
校
児
童
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０
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会
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９
日	•

中
学
１
年
生
の
「
村
長
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と
語
る
会
」（
飯
舘
中
学
校
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10
日	•

仮
設
住
宅
・
公
的
宿
舎
等
管
理
人
会
議
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飯
野
出
張
所
）

11
日	•
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舘
中
学
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卒
業
式
（
教
育
の
ペ
ー
ジ
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役
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日	•
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タ
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ン
グ
ポ
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用
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レ
モ
ニ
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日	•

草
野
・
飯
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幼
稚
園　

修
了
式
（
草
野
・
飯
樋
幼
稚
園
ホ
ー
ル
）

22
日	•

飯
舘
村
ま
で
い
な
除
染
会
議
（
村
役
場
本
庁
）
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日	•

草
野
・
飯
樋
・
臼
石
小
学
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卒
業
式

（
草
野
・
飯
樋
・
臼
石
小
学
校
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第
３
回
農
業
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員
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例
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会
及
び
勉
強
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（
飯
野
出
張
所
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•

行
政
区
長
会
議
（
飯
野
出
張
所
）
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日	•

宿
泊
体
験
館
「
き
こ
り
」
一
部
再
開
（
宿
泊
体
験
館
「
き
こ
り
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定
例
教
育
委
員
会
（
飯
野
出
張
所
）

25
日	•

や
ま
ゆ
り
保
育
所　

修
了
式
（
や
ま
ゆ
り
保
育
所
）

28
日	•

転
出
教
職
員
合
同
離
任
式
（
飯
野
出
張
所
）

元気アップで
　いきいきと！

▼ �

今年度２回目の表彰式。
県青少年会館体育館で
賞状を手に

▼ �

飼い主と散歩する「じゃがいも」。合格まで一歩一歩がんばれ！

▼ �

求評会にて。右からルピシアの堀淑子さん、菅野村長、イチゴ生産者の
佐藤博・洋子夫妻（二枚橋・須萱）※円の中は夏イチゴを使ったスイーツ

　村とお茶専門店「ルピシア」が共同開発。飯舘
産夏イチゴを贅沢に使った紅茶「いいたて まで
いな いちご」が完成しました。村が飯野出張所
で開いた求評会では「素晴らしい香り」「開発ス
トーリーも共に味わえる」と高評価。今後は公
募モニターの意見等を参考に、将来的な商品化
を目指します。

　村教育委員会の「いいたて
元気アップポイント事業」は、
村民の生涯学習を応援するも
の。体育館の無料開放や生涯
学習講座、こあら号の図書貸
し出し等を利用するたび１ポ
イントが付与されます。この日
の表彰式には50ポイントを達
成した６人のうち５人が出席。
賞状と賞品のクオカード（5,000
円分）を受け取りました。今後
もますますのご活躍を！

　岐阜市のＮＰＯ「日本動物介護センター」から村民
の愛犬11頭が里帰り。飼い主らと村内でひと時を過ご
しました。その１頭「じゃがいも」は災害救助犬を目
指して６月に９回目の試験に挑戦します。同センター
代表の山口常夫さんは「その姿で皆さんを少しでも元
気づけたい」と挑戦の意義を話していました。

　２月に「それでも飯舘村はそこにある」を出版した
大渡美咲さん（草野）がその報告に飯野出張所を訪れ
ました。産経新聞社に勤務する大渡さんは被災地の取
材を志願し、以来村の現状を、村出身記者ならではの
視点で伝えてきました。本書は５年間の取材に自身の
故郷への思いを重ねて綴られています。

　奈良市の「なら100年会館」で開かれた「東日本大震
災復興支援チャリティーコンサート」に、草野・飯樋・
臼石小学校の４～６年生39人が出演。「ときよめぐれ
までいのロンド」などを地元の子どもたちと高らかに
歌い、昨夏から続く交流を一段と深め、来場した皆さ
んに感謝の思いを伝えました。

感謝状を手にする３人と、再建した神社に飾られた「さるぼぼ」▲

▲

一般書店で販売中。「人の素晴らしさが村の
素晴らしさであると伝えたい」と大渡さん

▲

▼ �

澄んだ歌声を響かせる児童。大きな拍手に包まれました

　支援者から依頼を受け、昨年、千葉県大網白里市
の水神社に奉納する「さるぼぼ」を作ったのは、相馬
大野台応急仮設住宅の佐藤ミイ子さん（大倉）、髙木
ミヨ子さん（大倉）、佐藤安子さん（小宮）です。３人は、
奉納前に神社の焼失を聞き、「さるぼぼ」をお見舞い
として寄贈。このたび神社から感謝状が届きました。


